
第３回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連絡会説明事項 

 

 

Ⅰ 経緯及び騒音対策の現状 

 

（１）運用開始後の経緯【資料１】 

・平成２６年１２月２６日、レーダー配備完了（運用開始） 

   ・平成２７年１月末、第Ⅰ期工事完了 

   ・生活関連施設を整備する第Ⅱ期工事は、本年秋以降の着工見込み 

（具体的な時期等については現在確認中） 

 

（２） 騒音対策の現状【資料２、３】 

ア これまでの対策 

① 米：防音壁設置（発電機稼働前） 

② 米：コンテナ設置（26.11.5） 

③ 米：パーテーション設置（26.11.11） 

④ 米：吸音パネル設置（26.11.19） 

⑤ 日：防音壁開口部への防音パネル設置（26.12.6） 

⑥ 日：吸音パネル設置（26.12.11） 

⑦ 日：減音装置設置（26.12.24） 

⑧ 米：マフラー設置（27.2.16～3.4） 

  イ マフラーの効果等 

    ・平成２７年２月１６日、マフラー設置開始 

・平成２７年２月１９日、発電機３台へのマフラー設置完了 

（同日以降、マフラー装着済みの発電機のみ稼働中） 

    ・平成２７年２月２５日、騒音測定を実施 

    ・平成２７年３月４日、すべての発電機へのマフラー設置完了 

    ・今後、更に騒音測定を実施予定 

  ウ 今後の対策 

・マフラー設置後も引き続き効果を検証し、どのような追加的措置 

が効果的か検討 

・商用電力の導入に向け、日米が連携して精力的に取組 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 電波等の安全・安心（環境調査） 

 

（１）電磁界強度調査結果【資料４】 

・平成２６年１２月末のレーダー運用開始を踏まえ、平成２７年１月 

２６日に運用後１回目の調査（通算４回目）を実施 

   ・調査の結果、レーダー運用後においても、電波防護指針値を超える 

値は認められないことを確認 

   ・今後も適宜に調査を行い、影響がないことを確認する予定 

 

（２）今後の調査予定 

ア 電磁界強度調査 

・運用前３回（平成２６年３月、７月及び１０月）、運用後１回（平 

成２７年１月）の調査を実施済み 

・今後、前年と同時期の調査を予定 

  イ 水質調査 

    ・排水開始前３回（平成２６年３月、７月及び１０月）の調査を実 

施済み 

    ・今後、第Ⅱ期工事の進捗状況を確認し、排水開始後の調査を計画 

    ・磯焼け調査については、本年４月以降、実施に向けた調整を開始 

  ウ 騒音度調査 

・運用前３回（平成２６年２月、５月及び８月）の調査を実施済み 

・平成２７年度については、今般の低周波音調査の結果も踏まえ、 

継続して実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 住民の安全・安心 

 

（１） 交通事故の状況【資料５】 

・交通事故の件数及び概要 

 

（２）交通安全講習会【資料６】 

・これまでに２回開催（平成２６年１０月、平成２７年１月）し、講 

義（座学）及び実車講習を実施 

・次回講習については、早期の実施に向け調整中 

 

（３）交通誘導・巡回警備業務【資料７】 

・平成２６年９月２０日から、交通誘導・巡回警備業務を実施（外部 

委託） 

→宇川小学校児童の登下校時における交通誘導 

経ヶ岬通信所周辺地域委、居住地域等の巡回 

   ・平成２７年度も継続して実施予定 

 

（４）居住地の状況【資料８】 

・軍属の居住場所として、網野町島津地区を候補地に選定 

・平成２７年３月２日、事業者から住民に対する説明会を開催 

・計画概要：６棟６８戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 雇用・振興策・地元交流 

 

（１）地元雇用の状況 

・米軍経ヶ岬通信所においては、６職種（※）６名の駐留軍等労働者 

を雇用しており、うち４名が京丹後市出身者 
（※）社会関係（連絡）専門職【通訳、広報】 

 管理専門職【一般事務】 

書簡事務職【郵便物の受理】 

サービス契約検査主任職【業者が行う業務の検査】 

車両運転手【車両運転】 

補給専門職【補給品の在庫管理】 

   ・現在、社会関係（連絡）専門職１名を募集中（雇用期間は１年を予 

定） 

 

（２）日米交流事業【資料９】 

・様々な機会を捉えて、積極的に交流を促進 

→米側主催ハロウィンパーティー（26.10.31） 

 京丹後市国際交流協会主催の日本文化紹介事業（26.12.21）など 

・引き続き、地元のイベント等への米軍の参加を検討 

  

（３） 生活・産業への影響に対する対策【資料１０】 

ア 生活・産業対策 

・再編交付金事業 

→袖志地区有線放送設備設置助成事業ほか２１件 

・障害防止事業 

→尾和用水路事業 

イ 交通環境整備対策 

・民生安定事業 

→府道浜丹後線、府道間人大宮線の改良事業 計２件 

    

Ⅴ その他 

   

駐留軍等労働者労務管理機構（エルモ）京丹後支部の設置 

・平成２７年度政府予算案において、京丹後支部（※）の設置に関する 

経費が計上 
（※）設置予定場所：京丹後市大宮町内 

 体制：支部長以下３名 

 設置時期：平成２７年度予算成立の翌日 


